おおさかＱネット「部局運営方針等」に関するアンケート　分析結果概要

■実施期間　令和２年３月13日（金）から３月16日（月）
■サンプル数　国勢調査結果（平成27年）に基づく性・年代・居住地（４地域）の割合で割り付けた18歳以上の大阪府民1,000サンプル
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大阪市域　　：大阪市
北部大阪地域：豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、摂津市、島本町、豊能町、能勢町
東部大阪地域：守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、大東市、柏原市、門真市、東大阪市、四條畷市、交野市
南部大阪地域：堺市、岸和田市、泉大津市、貝塚市、泉佐野市、富田林市、河内長野市、松原市、和泉市、羽曳野市、
高石市、藤井寺市、泉南市、大阪狭山市、阪南市、忠岡町、熊取町、田尻町、岬町、太子町、河南町、
千早赤阪村

1.　調査目的
　大阪府では、府政運営の基本方針を踏まえ、各部局の行政目標の達成に向け、部局運営方針や行政計画等を策定し、取組み成果について指標を設定している。それらに関連した項目についてアンケートを実施し、結果を検証することで、府民の認識や実態を把握し、今後の施策を展開していくうえでの資料とする。
2.　主な調査結果
①配偶者等からの暴力について
　・常に暴力だと思う割合
「平手でうつ」76.9％、「なぐるふりをして、おどす」66.1％
　「友達や身内とのメールや電話をチェックしたり、つきあいを制限したりする」58.3％
　・DV防止法の認知度70.7％
　・配偶者暴力相談支援センターの認知度34.1％
②男女共同参画について
　・社会で女性が活躍しやすくなっていると思う割合62.6％
　・男女とも働き続けやすいまちになっていると思う割合53.5％
　・男性の子育てへの参画が進んでいると思う割合37.5％
　・男性の介護への参画が進んでいると思う割合27.4％
　・地域活動が活性化していると思う割合28.8％
　・「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」の認知度56.7％
　・「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」の認知度49.1％
③児童虐待の防止について
　・児童相談所虐待対応ダイヤルが「189（いちはやく）」であることの認知度13.0％
　・「児童虐待の防止等に関する法律」に基づく通告義務の認知度53.1％
④障がいに対する理解について
　・「障害者差別解消法」の認知度54.5％
　・障がいのある人に対して合理的配慮を行わないことは、障がいを理由とする「差別に
　　あたると思う」割合58.2％
　・ヘルプマークの認知度54.8％
⑤健康意識について
　・健康だと思う割合73.5%
　・健康について関心がある割合90.1%
　・「健活１０〈ケンカツテン〉」の認知度18.9%
⑥活力・魅力ある住まいと都市について
　・大阪府に住み続けたいと思う割合83.5%
　・まちづくりのための活動に参加したいと思う割合38.2%
　・災害への備えや対応がなされ、安心して暮らせるまちだと思う割合52.1%
⑦体感治安・少年の非行について
　・住んでいる地域の治安がよいと思う割合
大阪市域67.0％、北部大阪地域87.7％、東部大阪地域65.4％、南部大阪地域77.3％
・住んでいる地域で非行少年を見かけたことがある割合41.6％
・２～３年前と比較して非行少年を見かける頻度が増えたと思う割合8.4％

（注）
１.　「おおさかＱネット」の回答者は、民間調査会社に登録されたインターネットモニターであり、回答者の構成は無作為抽出サンプルのように「府民全体の縮図」ではない。そのため、アンケート調査の「単純集計（参考）」は、無作為抽出による世論調査のように「調査時点での府民全体の状況」を示すものではなく、あくまで本アンケートの回答者の回答状況にとどまる。ただし、性別、年齢、地域に関しては、直近の国勢調査の大阪府の構成比に合わせている。
２.　割合を百分率で表示する場合は、小数点第２位を四捨五入した。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。
３.　図表中の表記の語句は、短縮・簡略化している場合がある。
４.　図表中の上段の数値は人数（ｎ）、下段の数値は割合（％）を示す。
５.　図表下にカイ２乗検定の値（ｐ値）を記載しているものは、信頼度５％水準で統計上の有意差がみられたもの。
６.　複数回答のクロス集計については、カイ２乗検定を行っていない。


1.　配偶者等からの暴力について
　大阪府では、平成29年３月に策定した「大阪府配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画（2017-2021）」に基づき、配偶者等からの暴力を防止するとともに、暴力の被害者が適切な保護や支援を受け、自立し安心して暮らすことのできる社会をめざして、諸施策を推進している。今後の施策展開を考える上での資料とするため、計画の指標である「平手でうつ」「友達や身内とのメールや電話をチェックしたり、つきあいを制限したりする」他、配偶者等による暴力に関する府民の認知度等を質問した。

「大阪府配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画（2017-2021）」の指標（括弧内は目標値）
· 配偶者・パートナー間における「平手でうつ」行為は「常に暴力だと思う」76.9％
（80％以上）
· 配偶者・パートナー間における「なぐるふりをして、おどす」行為は「常に暴力だと思う」66.1％（-）
· 配偶者・パートナー間における「友達や身内とのメールや電話をチェックしたり、つきあいを制限したりする」行為は「常に暴力だと思う」58.3％（70％以上）
· DV防止法を「知っている・聞いたことはある」70.7％（-）
· 配偶者暴力相談支援センターを「知っている・名称は聞いたことがある」34.1％
（H27.3内閣府調査値32.4％を上回ること）

· 夫婦（生活の本拠を共にする交際相手を含む）間において、「平手でうつ」行為を「常に暴力だと思う」割合は76.9％と、昨年度より3.5ポイント高かったが、統計的有意差は確認できなかった。（図表1-1）
· 夫婦間において、「なぐるふりをして、おどす」行為を「常に暴力だと思う」割合は66.1％と、昨年度より12.6ポイント高く、統計的有意差が確認できた。（図表1-2）
· 夫婦間において、「友達や身内とのメールや電話をチェックしたり、つきあいを制限したりする」行為を「常に暴力だと思う」割合は58.3％と、昨年度より3.0ポイント高かったが、統計的有意差は確認できなかった。（図表1-3）
· 「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（DV防止法）」について、「知っている」及び「聞いたことはあるが、内容は知らない」と回答した【認知層】は70.7％と、昨年度より5.9ポイント高く、統計的有意差が確認できた。（図表1-4）
· 都道府県や市町村が設置する「配偶者暴力相談支援センター」について、「よく知っている」及び「よくは知らないが、名称は聞いたことがある」と回答した【認知層】は34.1％と、昨年度より10.4ポイント高く、統計的有意差が確認できた。（図表1-5）



【図表1-1】
[image: ]


「常に暴力だと思う」割合
[image: ]

【図表1-2】
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「常に暴力だと思う」割合
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【図表1-3】
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「常に暴力だと思う」割合
[image: ]









【図表1-4】
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【認知層】の割合
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【図表1-5】
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【認知層】の割合
[image: ]







2.　男女共同参画について
　少子高齢化の一層の進展、依然として不安定な雇用情勢、単身世帯やひとり親世帯の増加など社会経済情勢が急速に変化する中、より大阪らしい「男女共同参画社会」づくりが推進され、活力ある元気な都市、大阪府の形成に向け、「おおさか男女共同参画プラン（2016-2020）」を策定した。今後の施策展開の資料とするため、本プランで掲げた指標に係る回答者の認識を把握する。

　以下の5項目（括弧内は目標値）に対して、「そう思う」及び「どちらかといえばそう思う」と回答した割合は次のとおりで、いずれも目標値に達しなかった。また、昨年度（H31.3）に実施した調査結果と比較したところ、「以前に比べて、男女とも働き続けやすいまちになっている」・「地域活動が以前より活性化している」の２項目では、統計的有意差は見られなかった。（図表2-1）
· 以前に比べて、社会で女性が活躍しやすくなっている　　　62.6％（90％）
· 以前に比べて、男女とも働き続けやすいまちになっている　53.5％（60％）
· 男性の子育てへの参画が以前より進んでいる　　　　　　　37.5％（80％）
· 男性の介護への参画が以前より進んでいる　　　　　　　　27.4％（50％）
· 地域活動が以前より活性化している　　　　　　　　　　　28.8％（50％）

· 「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」について、「知っている」及び「聞いたことはあるが、内容は知らない」と回答した割合は56.7％で、昨年度より8.6ポイント高かった（目標値70％）。（図表2-2）

· 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」について、「知っている」及び「聞いたことはあるが、内容は知らない」と回答した割合は49.1％であった。（図表2-3）
· 本項目は参考値につき、経年比較はせず単純集計表を記載。


【図表2-1】
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【図表2-2】
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【図表2-3】
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3.　児童虐待の防止について
　児童相談所の児童虐待の相談対応件数は、児童虐待防止法施行前（H11年度：11,631件）の約16.7倍（R1年度（速報値）：193,780件）に増加している。そんな中、「虐待かも」と思った時などに、すぐに児童相談所に通告・相談ができるように虐待対応ダイヤル「１８９（いちはやく）」が設定されている。今後の施策展開の資料とするため、虐待対応ダイヤル「１８９」や法律の内容についての認知状況を調査した。

· 虐待対応ダイヤル「１８９」について、「虐待対応ダイヤルがあることも、それが「１８９」であることも知っていた」と回答した割合は13.0％であった。（図表3-1）
· 「虐待対応ダイヤルがあることも、それが「１８９」であることも知っていた」、「虐待対応ダイヤルがあることは知っていたが、それが「１８９」であることは知らなかった」人に対し、何で見聞きしたことがあるかを調査したところ、「テレビ、ラジオ（41.4％）」の割合が最も高く、「大阪府や市町村の広報誌（31.1％）」「児童虐待に関するリーフレット・ポスター（25.2%）」と続いた。（図表3-2）
· 「児童虐待の防止等に関する法律」に基づく、福祉事務所又は児童相談所等への通告義務を知っている割合は53.1％であった。（図表3-3）

【図表3-1】
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【図表3-2】
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【図表3-3】
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4.　障がいに対する理解について
　大阪府では、「障害者差別解消法（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）」（平成25年6月成立、平成28年4月施行）を受け、大阪府障がい者差別解消条例を平成28年４月に施行した。
条例に基づき、「『大阪府障がい者差別解消ガイドライン』等による啓発活動」と「広域支援相談員の配置などの相談及び紛争の防止又は解決のための体制整備」を車の両輪として、障がいを理由とする差別の解消に向けた取組みを進めている。これまでの啓発活動の効果検証を行うため、府民の認知度や認識について質問した。
　併せて、平成29年6月より府及び市区町村が配布を開始した「ヘルプマーク」の認知状況についても調査を行った。

· 検証にあたって
· 　障害者差別解消法について、「法の内容を含め知っている」及び「法の内容は知らないが、法があることは知っている」と回答した人を【認知層】、「知らない」と回答した人を【非認知層】とする。
· 　障がいのある人に対して、過大な負担となる場合を除き、合理的配慮を行わないことについて、障がいを理由とする「差別にあたると思う」及び「どちらかと言えば差別にあたると思う」と回答した人を【差別にあたる】、それ以外の回答者を【差別にはあたらない・どちらとも言えない】とする。
· 　障がいのある人や妊娠初期の方など、援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方にそれを知らせる「ヘルプマーク」について、「マークも意味も知っている」及び「マークを見たり聞いたりしたことはあるが、意味は知らない」と回答した人を【認知層】、「知らない」と回答した人を【非認知層】とする。

· 障害者差別解消法の【認知層】の割合は54.5％であった。（図表4-1）
· 障がいのある人に対して、過大な負担となる場合を除き、合理的配慮を行わないことについて、障がいを理由とする【差別にあたる】割合は58.2％であった。（図表4-2）
· ヘルプマークの【認知層】の割合は54.8％であった。（図表4-3）
男性より女性の方が【認知層】の割合が高く、年代別では若い年代の方が、【認知層】の割合が高い傾向にあることが分かった。（図表4-4）
また、障害者差別解消法の【認知層】や、合理的配慮を行わないことが【差別にあたる】層といった障がいに対する理解の高い人の方が、ヘルプマークの【認知層】の割合も高いことが分かった。（図表4-5）
· ヘルプマークの【認知層】に対し「何で知ったか」を調査したところ、「街中で付けている人をみかけた（41.1％）」が最も多く、「公共交通機関内（ポスター、ステッカーなど）（26.1％）」、「テレビや新聞、ラジオなど（25.7％）」、と続いた。（図表4-6）
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【図表4-5】
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【図表4-6】
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5.　健康意識について
　大阪府では、健康づくり施策を通じた府民の健康づくりへの支援を行っており、取組みの進捗や成果を把握するため、府民の健康への関心度について質問した。併せて、健康寿命の延伸・健康格差の縮小を目標に、府民の健康づくりの一層の気運醸成を図るために作成した、「健活１０〈ケンカツ テン〉」の認知度についても調査を行った。

· 検証にあたって
· 　自分自身について、「非常に健康だと思う」及び「健康な方だと思う」と回答した人を【健康だと思う】、「あまり健康ではない」及び「健康ではない」と回答した人を【健康ではないと思う】とする。
· 　健康について「関心がある」及び「どちらかといえば関心がある」と回答した人を【関心あり】、「どちらかといえば関心がない」及び「関心がない」と回答した人を【関心なし】とする。
· 　生活習慣の改善や生活習慣病の予防に向けた活動である「健活１０〈ケンカツ テン〉」について、「言葉を聞いたことがあり、内容も知っている」及び「言葉を聞いたことはあるが、内容はあまり知らない」と回答した人を【認知層】、「言葉を聞いたことはない」と回答した人を【非認知層】とする。

· 自分自身について【健康だと思う】割合は73.5％であった。（図表5-1）
性別では、男性より女性の方が【健康だと思う】割合が高く、年代別では、18～29歳及び60代以上の方が50代に比べ【健康だと思う】割合が高かった。（図表5-2）
· 健康について【関心あり】の割合は90.1％であった。（図表5-3）
性別では、男性より女性の方が【関心あり】の割合が高く、年代別では、60代以上の方がそれ以外の年代に比べ【関心あり】の割合が高かった。（図表5-4）
· 「健活１０〈ケンカツ テン〉」の【認知層】の割合は18.9％であった。（図表5-5）
性別では、統計的有意差は見られなかったが、年代別では、18～29歳の方がそれ以外の年代に比べ【認知層】の割合が高かった。（図表5-6）
また、「健活１０〈ケンカツ テン〉」の認知について、自分自身を健康だと思うか、健康に関心があるかによる統計的有意差は見られなかった。（図表5-7）
· 「健活１０〈ケンカツ テン〉」の認知層に対し、何で知ったかを調査したところ、「府政だより（34.4％）」の割合が最も高く、「テレビ、ラジオ、新聞、雑誌（30.7％）」、「大阪府の健康アプリ「アスマイル」（21.7％）」と続いた。（図表5-8）
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【図表5-8】
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6.　活力・魅力ある住まいと都市について
　大阪府では、平成28年12月に策定した「住まうビジョン・大阪」に基づき「活力・魅力ある住まいと都市が形成され、多様な人々が住まい、活発に交流することにより、安全・安心も高まる」あるいは「災害時の安全性や防犯性など安全・安心が確保された住まいと都市が、多様な人々を惹きつけ、活力と魅力が生み出される」といった、「活力・魅力の創出」と「安全・安心の確保」が相互に作用し合い、好循環を生み出すような施策を推進している。今後の施策展開の資料とするため、本ビジョンで掲げた指標に係る認識を調査した。

· 検証にあたって
· 　大阪府に住み続けたいと思うかについて、「そう思う」及び「どちらかといえばそう思う」と回答した人を【住み続けたいと思う】、「どちらかといえばそう思わない」及び「そう思わない」と回答した人を【住み続けたいと思わない】とする。
· 　地域の遊び場づくりや、緑化、美化、福祉活動など、まちづくりのための活動に参加したいと思うかについて、「そう思う」及び「どちらかといえばそう思う」と回答した人を【参加したいと思う】、「どちらかといえばそう思わない」及び「そう思わない」と回答した人を【参加したいと思わない】とする。なお、「どちらともいえない」は除いた。

· 大阪府に【住み続けたいと思う】と回答した割合は83.5％であった。（図表6-1）
性別では、統計的有意差はみられなかったが、年代別では、50代が18～29歳、30代、40代と比べ【住み続けたいと思う】割合が高く、60代以上が、40代と比べ【住み続けたいと思う】割合が高かった。（図表6-2）
· まちづくりのための活動に【参加したいと思う】と回答した割合は38.2％であった。（図表6-3）
性別では、統計的有意差はみられなかったが、年代別では、18～29歳が、40代、50代、60代以上と比べ【参加したいと思う】割合が高かった。（図表6-4）
· 大阪府は災害への備えや対応がなされ、安心して暮らせるまちだと思うかについて、「はい」と回答した割合は52.1％であった。（図表6-5）
性別では、統計的有意差はみられなかったが、年代別では、18～29歳が60代以上に比べ「はい」と回答した割合が高かった。（図表6-6）
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7．体感治安・少年の非行について
　大阪府では、平成14年に「大阪府安全なまちづくり条例」を制定し、警察や市町村等と連携して安全なまちづくりに取り組んでいる。防犯対策等に対する府民意識の変化等をとらえ、今後、より効果的な取組みを推進していくため、住んでいる地域の体感治安等について調査を行った。

7-1　住んでいる地域の体感治安
住んでいる地域の治安をどう思うか調査し、地域（大阪市域、北部大阪地域、東部大阪地域、南部大阪地域）によって感じ方に差が出るか検証した。

◆　検証にあたって
· 　住んでいる地域の治安をよいと思うかとの質問に対し、「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した人を【治安がよい】、「そう思わない」・「どちらかといえばそう思わない」と回答した人を【治安が悪い】とし、「どちらともいえない」は除く。

· 全体では、【治安がよい】が54.3％、【治安が悪い】が19.3％であった。（図表7-1-1）
· 地域別では、北部大阪地域に住む人の方が、その他の地域に住む人に比べ、【治安がよい】と思う割合が高かった。また、南部大阪地域に住む人の方が、大阪市域・東部大阪地域に住む人に比べ、【治安がよい】と思う割合が高かった。（図表7-1-2）
【図表7-1-1】
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7-2　治安が悪いと思う理由
住んでいる地域の【治安が悪い】と思う理由について調査し、地域（大阪市域、北部大阪地域、東部大阪地域、南部大阪地域）によって差が出るか検証した。

· 【治安が悪い】と思う理由（犯罪発生状況関連）
・全体で最も割合が高かったのは、「車上ねらい、自転車盗などの身近な犯罪をよく見聞きするから（48.2％）」であった。（図表7-2-1）
・地域別でも、大阪市域・東部大阪地域・南部大阪地域で、「車上ねらい、自転車盗などの身近な犯罪をよく見聞きするから」が最も高い割合を占めた。（図表7-2-2）
· 【治安が悪い】と思う理由（住環境関連）
・全体で最も割合が高かったのは、「社会のルールやマナーを守らない人をよく見かけるから（64.8％）」であった。（図表7-2-3）
・地域別でも、すべての地域で、「社会のルールやマナーを守らない人をよく見かけるから」が最も高い割合を占めた。（図表7-2-4）
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7-3　少年の非行について
[bookmark: _GoBack]　住んでいる地域で「タバコを吸ったり、店舗の前などでたむろして他人に迷惑をかけたり、深夜はいかいなどの不良行為をしている少年」（以下、「非行少年」という。）を見かけたか等について調査し、地域（大阪市域、北部大阪地域、東部大阪地域、南部大阪地域）によって差が出るか検証した。

◆　検証にあたって
· 　非行少年を見かけたことが「よくある」・「たまにある」と回答した人を【見かけたことがある】、「あまりない」・「まったくない」と回答した人を【見かけたことがない】とする。
· 　非行少年を見かける頻度が、２～３年前と比較して「増えた」・「どちらかといえば増えた」と回答した人を【見かける頻度が増えた】、「どちらかといえば減った」・「減った」と回答した人を【見かける頻度が減った】とし、「どちらともいえない」は除く。

· 最近、住んでいる地域で非行少年を見かけたことがあるか。
・全体では、【見かけたことがある】が41.6％、【見かけたことがない】が58.4％であった。（図表7-3-1）
・地域別では、南部大阪地域に住む人の方が、それ以外の地域に住む人に比べ、【見かけたことがある】割合が高かった。また、北部大阪地域に住む人の方が、それ以外の地域に住む人に比べ、【見かけたことがない】割合が高かった。（図表7-3-2）
· ２～３年前と比較した非行少年を見かける頻度
・全体では、【見かける頻度が増えた】が8.4％、【見かける頻度が減った】が43.3％であった。（図表7-3-3）
・地域別では、北部大阪地域に住む人の方が、それ以外の地域に住む人と比べ、【見かける頻度が減った】割合が高かった。（図表7-3-4）
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【図表7-3-3】
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【図表7-3-4】
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2. なぐるふりをして、おどす

常に暴力だと思う

時と場合によっては
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10. 友達や身内とのメールや電話をチェックしたり、つきあいを制限したりする

常に暴力だと思う

時と場合によっては

暴力だと思う

暴力だと思わない

583 359 58

58.3% 35.9% 5.8%

553 357 90

55.3% 35.7% 9.0%

532 386 82

53.2% 38.6% 8.2%

521 393 86

52.1% 39.3% 8.6%

500 405 95

50.0% 40.5% 9.5%

H29.3

H28.3

R2.3

H31.3

H30.3

Q8. あなたは、次のようなことが夫婦（生活の本拠を共にする交際相手を含む）間で

　　行われた場合、それを暴力だと思いますか。（SA）
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Q9. 大阪府では、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（DV防止法）」に

　　基づ き、被害者からの相談に乗ったり、必要な支援を行っています。

　　あなたはこの法律について知っていますか。（SA）
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【認知層】

よく知っている

よくは知らないが、

名称は聞いたことがある
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6.0% 28.1% 34.1% 30.8% 35.1%
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Q10. 都道府県や一部の市町村では、配偶者からの身体的・精神的暴力の防止や、被害者の保護を目的に、相談や各種情報

　　　提供などを行う「配偶者暴力相談支援センター」を各所に設置しています。

　　　あなたは、「配偶者暴力相談支援センター」についてどの程度ご存知ですか。（SA）
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Q5 あなたの経験に照らし、次のことがらについて、あなたの考えに最も近いものを一つ選択してください。(表組SA)

【肯定層】

そう思う

どちらかといえば

そう思う

114 512 626 197 80 97

11.4% 51.2% 62.6% 19.7% 8.0% 9.7%

166 528 694 157 61 88

16.6% 52.8% 69.4% 15.7% 6.1% 8.8%

179 544 723 143 63 71

17.9% 54.4% 72.3% 14.3% 6.3% 7.1%

147 536 683 164 71 82

14.7% 53.6% 68.3% 16.4% 7.1% 8.2%
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Q7.大阪府では、男性も女性もその能力を十分発揮できるような職場環境の整備を進めるため、

「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」を推進しています。

あなたは、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」について知っていますか。(SA)

【認知層】

知っている

聞いたことはあるが、
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回答数 %

全体 1000 100.0

知っている 140 14.0

聞いたことはあるが、内容は知らない 351 35.1

聞いたことがなく、内容を知らない 509 50.9

Q6.大阪府では、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」に基づき、

　　企業経営者・管理職の意識啓発を推進しています。あなたは、この法律について知っていますか。
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回答数 %

全体 1000 100.0

虐待対応ダイヤルがあることも、それが「189」であることも知っていた 130 13.0

虐待対応ダイヤルがあることは知っていたが、それが「189」であることは知らなかった 472 47.2

虐待対応ダイヤルがあることも、それが「189」であることも知らなかった 398 39.8

Q11　児童虐待等の連絡先として平成27年7月より、児童相談所全国共通ダイヤルが「189」（いちはやく）という3桁の番号になり、

令和元年12月に、「児童相談所虐待対応ダイヤル」へ名称が変更されました。あなたはこの3桁の番号を知っていましたか。（SA）
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n %

全体 602 100.0

1知事や市町村長が着用している児童虐待防止オレンジジャンパー 55 9.1

2オレンジリボンキャンペーン※ 105 17.4

3児童虐待に関するリーフレット・ポスター 152 25.2

4大阪府や市町村の広報誌 187 31.1

5大阪府や市町村のホームページ 103 17.1

6大阪府や市町村以外のインターネット（SNS含む） 61 10.1

7テレビ、ラジオ 249 41.4

8新聞、雑誌 103 17.1

9友人・知人からの口コミ 38 6.3

10その他： 4 0.7

11わからない／覚えていない 98 16.3

Q12　全問で「虐待対応ダイヤルがあることも、それが「１８９」であることも知っていた」、「虐待対応ダイヤルがあることは

知っていたが、それが「１８９」であることは知らなかった」と答えた方にお伺いします。

「虐待対応ダイヤル」について、あなたが見聞きしたことがあるものを、すべて選んでください。（MA）

※「オレンジリボンキャンペーン」とは、児童虐待防止に対する意識を高めるため、11月の児童虐待防止月間を中心として全国で

　　行われる、広報啓発活動等の取組みです。

　　大阪府では、ガンバ大阪の試合での啓発イベントや、大阪駅構内などでの街頭キャンペーンなどを行いました。
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回答数 %

全体 1000 100.0

知っていた 531 53.1

知らなかった 469 46.9

Q13　児童虐待を受けたと思われる児童を見つけた人は、「児童虐待の防止等に関する法律」に基づき、速やかに福祉事務

所又は児童相談所等に通告しなければならない義務があります。あなたは、このことを知っていましたか。（SA）
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image24.emf
回数数 %

全　　体 1000 100.0

法の内容を含め知っている 87 8.7

法の内容は知らないが、法があることは知っている 458 45.8

知らない 455 45.5

Q14.平成28年4月に障害者差別解消法が施行され、「不当な差別的取扱い」及び「合理的配

慮の不提供」を差別と規定し、行政機関及び事業者に対し、差別の解消に向けた具体的な取

組みを求めています。あなたは、障害者差別解消法を知っていますか。（SA）
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image26.emf
回答数 %

全　　体 1000 100.0

差別にあたると思う 199 19.9

どちらかといえば差別にあたると思う 383 38.3

どちらかといえば差別にあたると思わない 184 18.4

差別にあたると思わない 83 8.3

どちらともいえない 151 15.1

Q15.障がいのある人が、ない人と同じように生活できるようにするためには、例えば、段差が

ある場合に、車いすの方にキャスター上げの補助をする、筆談、読み上げ等で情報を提供した

りするなどの様々な配慮や工夫（合理的配慮）が必要です。あなたは、過大な負担となる場合

を除き、例のような配慮や工夫を行わないことは、「障がいを理由とする差別」にあたると思い

ますか。（SA）
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image28.emf
回答数 %

全　　体 1000 100.0

マークも意味も知っている 317 31.7

マークを見たり聞いたりしたことはあるが、
意味は知らない

231 23.1

知らない 452 45.2

Q16.内部障がいのある方や妊娠初期の方など、外見からはわからない援助や配慮を必要とし

ている方々が、周囲の方にそれを知らせる「ヘルプマーク」について、大阪府及び市区町村で

は平成29年6月から配布を開始しました。あなたはこの「ヘルプマーク」を知っていますか。

（SA）
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1000 317 231 452 548 452

100.0 31.7 23.1 45.2 54.8 45.2

475 130 113 232 243 232

100.0 27.4 23.8 48.8 51.2 48.8

525 187 118 220 305 220p値=0.02772

100.0 35.6 22.5 41.9 58.1 41.9

148 74 35 39 109 39

100.0 50.0 23.6 26.4 73.6 26.4

149 59 35 55 94 55

100.0 39.6 23.5 36.9 63.1 36.9

40代 185 49 41 95 90 9518～29歳との差　p値=0.00000

100.0 26.5 22.2 51.4 48.6 51.430代との差　p値=0.00836

50代 137 41 32 64 73 6418～29歳との差　p値=0.00035

100.0 29.9 23.4 46.7 53.3 46.7

60代以上 381 94 88 199 182 19918～29歳との差　p値=0.00000

100.0 24.7 23.1 52.2 47.8 52.230代との差　p値=0.00151

Q16.内部障がいのある方や妊娠初期の方など、外見からはわからない援助や

配慮を必要としている方々が、周囲の方にそれを知らせる「ヘルプマーク」につ

いて、大阪府及び市区町村では平成29年6月から配布を開始しました。

あなたはこの「ヘルプマーク」を知っていますか。（SA）
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1000 317 231 452 548 452

100.0 31.7 23.1 45.2 54.8 45.2

582 219 138 225 357 225

100.0 37.6 23.7 38.7 61.3 38.7

418 98 93 227 191 227p値=0.00000

100.0 23.4 22.2 54.3 45.7 54.3

545 222 134 189 356 189

100.0 40.7 24.6 34.7 65.3 34.7

455 95 97 263 192 263

p値=0.00000

100.0 20.9 21.3 57.8 42.2 57.8

障害者差別解消

法の認知

【認知層】

【非認知層】

Q16.内部障がいのある方や妊娠初期の方など、外見からはわからない援助や配慮を必要と

している方々が、周囲の方にそれを知らせる「ヘルプマーク」について、大阪府及び市区町

村では平成29年6月から配布を開始しました。あなたはこの「ヘルプマーク」を知っています

か。（SA）
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回答数 %

全　　体 548 100.0

街中で付けている人をみかけた 225 41.1

府政だより 66 12.0

公共交通機関内（ポスター、ステッカーなど） 143 26.1

ポスター、チラシなど（公共交通機関を除く） 96 17.5

大阪府のホームページ 32 5.8

テレビや新聞、ラジオなど 141 25.7

Twitter 48 8.8

Facebook 24 4.4

その他インターネットやSNS 59 10.8

周囲の人から教えてもらった 44 8.0

その他 17 3.1

わからない、覚えていない 46 8.4

Q17.前問で「マークも意味も知っている」、「マークを見たり聞いたりしたことはあるが意味は知

らない」と回答された方にお伺いします。あなたは、このヘルプマークについて、何で知りまし

たか。次の中からあてはまるものをすべて選択してください。（いくつでも）（MA）
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image36.emf
回答数 %

全体 1000 100.0

非常に健康だと思う 95 9.5

健康な方だと思う 640 64.0

あまり健康ではない 216 21.6

健康ではない 49 4.9

Q23.あなたは、ふだん健康だと感じていますか。（SA）
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1000 95 640 216 49 735 265

100.0 9.5 64.0 21.6 4.9 73.5 26.5

男性 475 50 282 119 24 332 143

100.0 10.5 59.4 25.1 5.1 69.9 30.1

女性 525 45 358 97 25 403 122

100.0 8.6 68.2 18.5 4.8 76.8 23.2

p値=0.01400

18~29歳 148 32 82 25 9 114 34

100.0 21.6 55.4 16.9 6.1 77.0 23.050代との差p値=0.02460

30代 149 21 89 36 3 110 39

100.0 14.1 59.7 24.2 2.0 73.8 26.2

40代 185 16 115 42 12 131 54

100.0 8.6 62.2 22.7 6.5 70.8 29.2

50代 137 11 78 34 14 89 48

100.0 8.0 56.9 24.8 10.2 65.0 35.0

60代以上 381 15 276 79 11 291 90

100.0 3.9 72.4 20.7 2.9 76.4 23.650代との差p値=0.00955

全 体

性別

年代

Q23.あなたは、ふだん健康だと感じていますか。（SA）
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回答数 %

全体 1000 100.0

関心がある 445 44.5

どちらかといえば関心がある 456 45.6

どちらかといえば関心がない 74 7.4

関心がない 25 2.5

Q24.あなたは、健康に関心がありますか。（SA）
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1000 445 456 74 25 901 99

100.0 44.5 45.6 7.4 2.5 90.1 9.9

男性 475 186 230 42 17 416 59

100.0 39.2 48.4 8.8 3.6 87.6 12.4

女性 525 259 226 32 8 485 40

100.0 49.3 43.0 6.1 1.5 92.4 7.6

p値=0.01112

18~29歳 148 72 54 15 7 126 22

100.0 48.6 36.5 10.1 4.7 85.1 14.960代との差p値＝0.00004

30代 149 63 67 14 5 130 19

100.0 42.3 45.0 9.4 3.4 87.2 12.860代との差p値＝0.00065

40代 185 66 91 19 9 157 28

100.0 35.7 49.2 10.3 4.9 84.9 15.160代との差p値＝0.00001

50代 137 61 63 9 4 124 13

100.0 44.5 46.0 6.6 2.9 90.5 9.560代との差p値＝0.03074

60代以上 381 183 181 17 0 364 17

100.0 48.0 47.5 4.5 0.0 95.5 4.5

全 体

性別

年代

Q24.あなたは、健康に関心がありますか。（SA)
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回答数 %

全体 1000 100.0

言葉を聞いたことがあり、内容も知っている 44 4.4

言葉を聞いたことはあるが、内容はあまり知らない 145 14.5

言葉を聞いたことはない 811 81.1

Q25.あなたは「健活10〈ケンカツ テン〉」を知っていましたか。（SA）
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100.0 3.6 13.3 83.0 17.0 83.0

18~29歳 148 20 27 101 47 101
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50代 137 3 18 116 21 116
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60代以上 381 7 54 320 61 320

100.0 1.8 14.2 84.0 16.0 84.018～29歳との差p値=0.00006
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Q25.あなたは「健活10〈ケンカツ テン〉」を知っていましたか。（SA）
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【健康ではないと思う】

【関心あり】

【関心なし】

Q25.あなたは「健活10〈ケンカツ テン〉」を知っていましたか。（SA）
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1000

【健康だと思う】 735

【健康ではないと思う】 265

【関心あり】 901

【関心なし】 99

＊2.0%未満は値表示なし

全　体

健康と感

じているか

健康に関

心がある

か

4.4

4.9

3.0

4.7

2.0

14.5

14.8

13.6

14.3

16.2

81.1

80.3

83.4

81.0

81.8

言葉を聞いたことがあり、内容も知っている 言葉を聞いたことはあるが、内容はあまり知らない 言葉を聞いたことはない
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回答数 %

全体 189 100.0

府政だより 65 34.4

テレビ、新聞、雑誌、ラジオ 58 30.7

交通広告（中吊りポスター、動画等） 24 12.7

パンフレット、チラシ、ポスター 28 14.8

大阪府の健康アプリ「アスマイル」 41 21.7

大阪府のホームページ 36 19.0

「健活10〈ケンカツ テン〉」ポータルページ 15 7.9

大阪府チャンネル（インターネットテレビ） 12 6.3

Twitter 14 7.4

Facebook 10 5.3

その他インターネットやSNS 9 4.8

メールマガジン 7 3.7

イベント・セミナー等 11 5.8

友人、知人 7 3.7

その他： 2 1.1

わからない／覚えていない 20 10.6

Q26.前問で「言葉を聞いたことがある」と答えた方にお伺いします。

　　　 あなたは、どこで「健活10〈ケンカツ テン〉」について知りましたか。（MA）
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image54.emf
回答数 %

全体 1000 100.0

そう思う 492 49.2

どちらかといえばそう思う 343 34.3

どちらともいえない 115 11.5

どちらかといえばそう思わない 32 3.2

そう思わない 18 1.8

Q2　あなたは、大阪府に住み続けたいと思いますか。（SA）


image55.png
3.2

OEBLEEAEL
18 @eson s AFEIBLGL

[=Rawk-k aTatn)
0% 20% 40% 60% 80% 100% BEOEPEL





image56.emf
該

当

数

【
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思

う

】

【

住

み

続

け

た

い

と

　

　

　

　

思

わ

な

い

】

885 835 50

100.0 94.4 5.6

男性 417 390 27

100.0 93.5 6.5

女性 468 445 23

100.0 95.1 4.9

18~29歳 130 120 10

100.0 92.3 7.7

30代 135 124 11

100.0 91.9 8.1

40代 156 143 13

100.0 91.7 8.3

50代 118 116 2

18~29歳との差　p値=0.02794


100.0 98.3 1.730代との差　p値=0.02038 40代との差　p値=0.01676

60代以上 346 332 14

100.0 96.0 4.0

40代との差 p値=0.04878

Q2　あなたは、大阪府に住み続けたいと思いますか。（SA）
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性

別

年

代
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885

男性 417

女性 468

18~29歳 130

30代 135

40代 156

50代 118

60代以上 346

全体

性

別

年

代

94.4

93.5

95.1

92.3

91.9

91.7

98.3

96.0

5.6

6.5

4.9

7.7

8.1

8.3

1.7

4.0

【住み続けたいと思う】 【住み続けたいと思わない】

（％）


image58.emf
Q3　あなたは、地域の遊び場づくりや、緑化、美化、福祉活動など、まちづくりのための活動に参加したいと思いますか。(SA)
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回答数 %

全体 1000 100.0

そう思う 93 9.3

どちらかといえばそう思う 289 28.9

どちらともいえない 381 38.1

どちらかといえばそう思わない 137 13.7

そう思わない 100 10.0
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な
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な
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参
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た

い

と

思

う

】

【

参

加

し

た

い

と

思

わ

な

い

】

1000 93 289 381 137 100 382 237

100.0 9.3 28.9 38.1 13.7 10.0 38.2 23.7

男性 475 52 133 173 62 55 185 117

100.0 10.9 28.0 36.4 13.1 11.6 38.9 24.6

女性 525 41 156 208 75 45 197 120

100.0 7.8 29.7 39.6 14.3 8.6 37.5 22.9

18~29歳 148 22 56 40 17 13 78 30

100.0 14.9 37.8 27.0 11.5 8.8 52.7 20.3

30代 149 18 44 44 26 17 62 43

100.0 12.1 29.5 29.5 17.4 11.4 41.6 28.9

40代 185 21 41 81 27 15 62 4218~29歳との差　p値=0.05267

100.0 11.4 22.2 43.8 14.6 8.1 33.5 22.7

50代 137 15 39 44 19 20 54 3918~29歳との差　p値=0.03505

100.0 10.9 28.5 32.1 13.9 14.6 39.4 28.5

60代以上 381 17 109 172 48 35 126 8318~29歳との差　p値=0.03549

100.0 4.5 28.6 45.1 12.6 9.2 33.1 21.8

全体

性

別

年

代

Q3.あなたは、地域の遊び場づくりや、緑化、美化、福祉活動など、まちづくりのための活動に参加したいと思いますか。（SA）


image62.emf
(ｎ)

1000

男性 475

女性 525

18~29歳 148

30代 149

40代 185

50代 137

60代以上 381

全体

性

別

年

代

9.3

10.9

7.8

14.9

12.1

11.4

10.9

4.5

28.9

28.0

29.7

37.8

29.5

22.2

28.5

28.6

38.1

36.4

39.6

27.0

29.5

43.8

32.1

45.1

13.7

13.1

14.3

11.5

17.4

14.6

13.9

12.6

10.0

11.6

8.6

8.8

11.4

8.1

14.6

9.2

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない

（％）
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回答数 %

全体 1000 100.0

はい 521 52.1

いいえ 479 47.9

Q4　あなたは、大阪府は災害への備えや対応がなされ、安心して暮らせるまちだと思いますか。（SA)
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該

当

数

は

い

い

い

え

1000 521 479

100.0 52.1 47.9

男性 475 235 240

100.0 49.5 50.5

女性 525 286 239

100.0 54.5 45.5

18~29歳 148 89 59

100.0 60.1 39.9

30代 149 77 72

100.0 51.7 48.3

40代 185 94 91

100.0 50.8 49.2

50代 137 69 68

100.0 50.4 49.6

60代以上 381 192 189

100.0 50.4 49.6

18~29歳との差　p値=0.04386

全体

性

別

年

代

Q4　あなたは、大阪府は災害への備えや対応がなされ、安心して暮らせるまちだと思いますか。（SA）
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1000

男性 475

女性 525

18~29歳 148

30代 149

40代 185

50代 137

60代以上 381

全体

性

別

年

代

52.1

49.5

54.5

60.1

51.7

50.8

50.4
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50.5
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image67.emf
Q18.あなたは、あなたがお住まいの地域の治安はよいと思いますか。

SA

n %

全体 1000 100.0

そう思う 119 11.9

どちらかといえばそう思う 424 42.4

どちらともいえない 264 26.4

どちらかといえばそう思わない 125 12.5

そう思わない 68 6.8

【治安がよい】 543 54.3

【治安が悪い】 193 19.3
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image69.emf
Q18.あなたは、あなたがお住まいの地域の治安はよいと思いますか。

SA

ｎ

【

治

安

が

よ

い

】

【

治

安

が

悪

い

】

736 543 193

100.0 73.8 26.2

大阪市域 230 154 76

100.0 67.0 33.0

北部大阪地域 163 143 20大阪市域との差p値＝0.00000

100.0 87.7 12.3東部大阪地域との差p値＝0.00000

南部大阪地域との差p値＝0.01183

東部大阪地域 162 106 56

100.0 65.4 34.6

南部大阪地域 181 140 41大阪市域との差p値＝0.02047

100.0 77.3 22.7東部大阪地域との差p値＝0.01443

※「どちらともいえない」を除く。

全体

地域別
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(ｎ) (%)

(736)

大阪市域

(230)

北部大阪地域

(163)

東部大阪地域

(162)

南部大阪地域

(181)

全体

地域別

治安がよい

73.8

67.0

87.7

65.4

77.3

治安が悪い

26.2

33.0

12.3

34.6

22.7


image71.emf
MA

n %

全体 193 100.0

①車上ねらい、自転車盗などの身近な犯罪をよく見聞きするから 93 48.2

②子どもや女性、高齢者などの社会的弱者を狙った犯罪をよく見聞きするから 53 27.5

③新聞やテレビ、インターネット等のニュースで住んでいる地域の事件をよく見聞きするから 65 33.7

④警察や役所、学校等から、メールで犯罪発生や不審者情報がよく送られてくるから 43 22.3

⑤自分や家族、知人などの身近な人が犯罪被害にあった又はあいそうになったから 34 17.6

⑥暴力団や半グレ等の反社会的勢力の犯罪をよく見聞きするから 32 16.6

⑦その他： 19 9.8

⑧犯罪の発生状況については特に何も思わない 10 5.2

⑨わからない 25 13.0

Q19.（【治安が悪い】と回答した人）

　　　その理由は何ですか。あてはまるものをすべて選択してください。（犯罪発生状況関連）
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（上段：回答者数、下段：横％）
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地
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東

部
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地

域

南

部

大

阪

地

域

1000 310 199 225 266

100.0 31.0 19.9 22.5 26.6

475 148 95 107 125

100.0 31.2 20.0 22.5 26.3

525 162 104 118 141

100.0 30.9 19.8 22.5 26.9

148 49 29 32 38

100.0 33.1 19.6 21.6 25.7

149 51 31 30 37

100.0 34.2 20.8 20.1 24.8

185 56 38 42 49

100.0 30.3 20.5 22.7 26.5

137 42 27 31 37

100.0 30.7 19.7 22.6 27.0

381 112 74 90 105

100.0 29.4 19.4 23.6 27.6

全　体

性

別

男性

女性

30代

40代

50代

60代以上

年

代

別

18歳～29歳
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思
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わ
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ら
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193 93 53 65 43 34 32 19 10 25

100.0 48.2 27.5 33.7 22.3 17.6 16.6 9.8 5.2 13.0

大阪市域 76 41 23 25 19 19 15 9 5 5

100.0 53.9 30.3 32.9 25.0 25.0 19.7 11.8 6.6 6.6

北部大阪地域 20 4 4 7 4 3 4 1 1 4

100.0 20.0 20.0 35.0 20.0 15.0 20.0 5.0 5.0 20.0

東部大阪地域 56 32 16 19 11 6 5 5 3 8

100.0 57.1 28.6 33.9 19.6 10.7 8.9 8.9 5.4 14.3

南部大阪地域 41 16 10 14 9 6 8 4 1 8

100.0 39.0 24.4 34.1 22.0 14.6 19.5 9.8 2.4 19.5

※「北部大阪地域」については、サンプル数が少ないため参考値

Q19.（【治安が悪い】と回答した人）

　　　その理由は何ですか。あてはまるものをすべて選択してください。（犯罪発生状況関連）

全体

地域別
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MA

n %

全体 193 100.0

①社会のルールやマナーを守らない人をよく見かけるから 125 64.8

②隣近所を知らないなど、地域社会の人間関係が希薄だから 55 28.5

③壁の落書きやごみの散乱などの迷惑行為をよく見かけるから 69 35.8

④人気（ひとけ）のないところや暗がりの場所が多いから 60 31.1

⑤防犯カメラ設置などの犯罪予防対策が不十分だから 52 26.9

⑥不審者をよく見かけるから 48 24.9

⑦繁華街など人が多く集まる場所に近いから 23 11.9

⑧その他： 9 4.7

⑨住んでいる地域の住環境等については特に何も思わない 5 2.6

⑩わからない 20 10.4

Q20.（【治安が悪い】と回答した人）

　　　その理由は何ですか。あてはまるものをすべて選択してください。（住環境関連）


image75.png
80%

60%

40%

20%

0%

64.8

©
=)
@

u
n
5
=)
b=t 3

CISICICIDICISIONOE)

104





image76.emf
MA

ｎ

①

社

会

の

ル

ー

ル

や

マ

ナ

ー

を

守

ら

な

い

人

を

よ

く

見

か

け

る

か

ら

②

隣

近

所

を

知

ら

な

い

な

ど

、

地

域

社

会

の

人

間

関

係

が

希

薄

だ

か

ら

③

壁

の

落

書

き

や

ご

み

の

散

乱

な

ど

の

迷

惑

行

為

を

よ

く

見

か

け

る

か

ら

④

人

気

（

ひ

と

け

）

の

な

い

と

こ

ろ

や

暗

が

り

の

場

所

が

多

い

か

ら

⑤

防

犯

カ

メ

ラ

設

置

な

ど

の

犯

罪

予

防

対

策

が

不

十

分

だ

か

ら

⑥

不

審

者

を

よ

く

見

か

け

る

か

ら

⑦

繁

華

街

な

ど

人

が

多

く

集

ま

る

場

所

に

近

い

か

ら

⑧

そ

の

他

：

⑨

住

ん

で

い

る

地

域

の

住

環

境

等

に

つ

い

て

は

特

に

何

も

思

わ

な

い

⑩

わ

か

ら

な

い

193 125 55 69 60 52 48 23 9 5 20

100.0 64.8 28.5 35.8 31.1 26.9 24.9 11.9 4.7 2.6 10.4

大阪市域 76 54 26 31 23 25 17 14 4 2 4

100.0 71.1 34.2 40.8 30.3 32.9 22.4 18.4 5.3 2.6 5.3

北部大阪地域 20 10 6 5 3 5 7 1 0 1 4

100.0 50.0 30.0 25.0 15.0 25.0 35.0 5.0 0.0 5.0 20.0

東部大阪地域 56 34 17 18 18 15 13 4 3 0 6

100.0 60.7 30.4 32.1 32.1 26.8 23.2 7.1 5.4 0.0 10.7

南部大阪地域 41 27 6 15 16 7 11 4 2 2 6

100.0 65.9 14.6 36.6 39.0 17.1 26.8 9.8 4.9 4.9 14.6

※「北部大阪地域」については、サンプル数が少ないため参考値

全体

地域別

Q20.（【治安が悪い】と回答した人）

　　　その理由は何ですか。あてはまるものをすべて選択してください。（住環境関連）
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SA

n %

全体 1000 100.0

よくある 92 9.2

たまにある 324 32.4

あまりない 451 45.1

まったくない 133 13.3

【見かけたことがある】 416 41.6

【見かけたことがない】 584 58.4

Q21.あなたの住んでいる地域において、最近、タバコを吸ったり、店舗の前などでたむろして他人に迷惑を

　　かけたり、深夜はいかいなどの不良行為をしている少年を見かけたことがありますか。
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Q22.不良行為をする少年を見かける頻度は、2～3年前と比較してどうですか。
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